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平成 29 年度環境目標達成状況 
１ 環境目標達成状況 

全 17 項目のうち、達成 14 項目、未達成 2項目、未実施 1項目 

環境目標の項目 目標値 取組結果 達成状況 

１ 地球環境 

 

１ 省エネルギーの推進 

 

①省エネ法管理対象施設
（178 施設）のエネルギー
使用量の削減割合（基準値
に対し毎年▲1％） 

基準値 
17,425kl 

H24～H26 のエネルギー使
用量がいずれも 15kl 以上
ある施設の 3か年平均値 

14,535kl 
 

・基準値比 
▲16.6％ 

・目標値比 
▲14.0％ 

達成 
目標値 
16,902kl 
対基準値比 

▲3％ 

②温室効果ガス排出量（実績
把握は翌年度であるため、
平成 28 年度実績） 

69.4 千 t-CO2 68.4 千 t-CO2 達成 

③ノーカーデー(月 2 回以
上)実施職員の割合 

目標達成者数（対象者及び協力者
の目標達成者数計）/対象者数 

100.0％ 112.8％ 達成 

④グリーン購入不適合品目
数 

0 品目 1 品目 未達成 

２ 再生可能エネルギーの導入                                                           

 
①風力発電施設 4 基による
発電量 

1,673,000 
kWh/年以上 

1,158,299 kWh/年 未達成 

 ②消化ガス発電 
1,095,000 
kWh/年以上 

1,439,779kWh/年 達成 

３ 地産地消の推進 

 

①学校給食において使用量
の多い青果物 5 品目の地
場産(上越市産)使用割合 

年度末まで 
に 11.0％ 

11.6％ 達成 

②地産地消の推進店の認定
数 

年度末まで 
に 150 店 

156 店 達成 

２ 自然環境 

 １ 生物多様性の保全 

  
①自然環境保全条例に基づ
く保全地域指定か所数 

1 か所 
1 か所を指定 

（三和区：よしだの谷内） 
達成 

裏面あり 
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環境目標の項目 目標値 取組結果 達成状況 

３ 生活環境 

 

１ 水質保全・排水処理対策の推進 

 ①汚水衛生処理率 83.4％ 84.1％ 達成 

２ ごみの適正処理の推進   

 
①市内の家庭系及び事業系 
ごみの排出量 

68,000t 66,627t 達成 

３ 環境美化の推進 

 
①全市クリーン活動への参
加者数 

60,000 人 61,366 人 達成 

４ 環境学習 

 

１ 環境学習の推進    

 
①環境学習講座の参加者数 

（環境保全課） 
5,600 人 6,265 人 達成 

  
②環境学習講座の参加者数 

（生活環境課） 
450 人    958 人 達成 

 

 
③環境学習講座の参加者数 

（農林水産整備課） 
5,775 人 6,184 人 達成 

 
④環境学習講座の参加者数 

（社会教育課） 
 298 人  310 人 達成 

  
⑤環境学習講座の参加者数 

（水族博物館） 
- - - 
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２ 未達成項目の状況 

未達成項目 理由 是正内容と今後の見通し 

【1-1-④】 
グリーン購入不適
合品目数 
（生活排水対策課） 

ラベルシートを購入する際に、グリ

ーン購入適合の有無を確認しなかった

ため。 

不適合品の在庫ラベルに「再購入時に本商

品を購入せずグリーン購入適合品目を購入

する」等のメモを入れ再発を防ぐとともに、

事務用消耗品を購入する際はグリーン購入

適合商品をカタログやインターネットで必

ず確認し、再発を防止する。 

【1-2-①】 
風力発電施設4基に
よる発電量 
（環境保全課） 

落雷で停止中のうみてらす名立風力

発電施設は平成30年3月下旬に復旧し

たものの、ほとんど稼働しなかったほ

か、平成 29 年 12 月から 1 号機が落雷

で、2月から 2号機が経年劣化で、3号

機が落雷で停止したため。 

（各施設の 6月現在の状況） 

・風力発電施設（1号機） 

耐用年数を迎えたことにより平成 30 年  

3 月 30 日に運用停止。 

・風力発電施設（2号機） 

経年劣化による故障で平成 30 年 2 月から

停止中。復旧には多額の費用がかかるため、

見通しが立っていない。 

・風力発電施設（3号機） 

平成 30 年 4月中旬に復旧し、稼働中。 

・うみてらす名立風力発電施設 

落雷による故障で平成 30 年 4 月下旬から

停止中。復旧のための部品製造に時間を要し

ている。 

 

平成 30 年度は 1 号機を除く 3 基分の目標

としているが、2 号機は復旧の見通しが立っ

ていないため、年度目標の達成は厳しい状況

にある。 

 


